
■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
う
都
市
の
脆

弱
性
を
今
後
ど
う
克
服
し
て
い
く
か
人
類
社

会
の
大
き
な
課
題
で
す
。

山
崎
　
和
泉
さ
ん
、
都
市
の
災
害
の
怖
さ
を
、

ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

和
泉
　
人
口
、
産
業
が
集
中
し
た
都
市
、
ま

し
て
首
都
で
大
規
模
な
災
害
が
あ
っ
た
と
き

に
国
の
役
割
は
何
な
の
か
。
第
一
は
、
災
害

対
応
で
す
。
初
動
期
も
含
め
て
、
国
の
機
能

が
麻
痺
し
な
い
、
こ
れ
が
一
番
の
責
任
で
す
。

阪
神
・
淡
路
当
時
、
国
の
初
動
期
対
応
を
め

ぐ
っ
て
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日
で
は
、

新
し
い
首
相
官
邸
に
、
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

が
で
き
、
24
時
間
体
制
で
情
報
の
集
約
が
で

度
予
測
を
し
ま
し
た
。
18
通
り
あ

り
ま
す
が
、
例
え
ば
東
京
湾
沿
岸

で
震
度
６
強
、
あ
る
い
は
震
度
７

と
い
う
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

神
戸
市
、
あ
る
い
は
新
潟
県
中
越

地
震
の
川
口
町
の
よ
う
な
、
激
し

い
揺
れ
が
あ
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
そ
の
時
東
京
は
ど
ん
な
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
東
京
都
の
想
定

を
も
と
に
し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
す
。

﹇
Ｖ
Ｔ
Ｒ
放
映
﹈

小
林
　
被
害
想
定
を
し
た
の
は
平

成
９
年
で
す
が
、
我
々
も
驚
き
ま

し
た
。
一
番
恐
れ
て
い
る
の
は
火

災
で
、
建
物
は
倒
壊
し
て
も
、
そ

こ
で
と
ど
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、

火
災
は
時
間
と
と
も
に
拡
大
し
て

い
く
か
ら
で
す
。
8
2
4
件
の
火

災
が
起
き
る
と
我
々
の
消
防
の
能

力
を
超
え
ま
す
。
都
民
の
皆
さ
ん

の
初
期
消
火
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た

い
の
で
す
。

山
崎
　
貝
原
さ
ん
、
都
市
の
地
震
で
怖
い
の

は
何
で
し
ょ
う
か
。

貝
原
　
１
つ
は
、
都
市
は
極
め
て
人
工
的
に

つ
く
ら
れ
た
空
間
で
、
成
熟
し
た
都
市
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
人
工
的
な
も
の
で
生
活
が

支
え
ら
れ
、
そ
れ
が
一
挙
に
壊
さ
れ
る
、
高

い
レ
ベ
ル
の
生
活
か
ら
低
い
レ
ベ
ル
へ
一
挙

に
落
ち
る
、
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
。
も
う
一
つ
は
、

そ
う
い
う
ハ
ー
ド
面
と
同
時
に
ソ
フ
ト
面
で

都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
自
由
な
生
活

を
楽
し
む
孤
立
化
を
志
向
し
ま
す
が
、
本
来
、

人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
特
に

災
害
の
場
合
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
ら

れ
生
き
て
い
く
わ
け
で
、
そ
の
認
識
が
希
薄

紹
介
さ
れ
た
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、
緊

急
消
防
援
助
隊
な
ど
の
制
度
を
広
げ
、
対
策

は
進
め
て
き
ま
し
た
。
懸
念
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
直
後
は
、
防
災
訓
練
な
ど
に
都
民
の

関
心
は
非
常
に
高
ま
り
ま
し
た
が
だ
ん
だ
ん

と
減
少
傾
向
を
続
け
て
い
る
こ
と
で
、
い
ま

一
度
震
災
に
対
す
る
思
い
を
新
た
に
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
実
は
日
本
は
先
進
諸
国
の
中
で
一
番

自
然
災
害
が
多
く
、
突
出
し
て
い
ま
す
。
環

太
平
洋
の
活
火
山
帯
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か

ら
ア
ラ
ス
カ
、
千
島
列
島
、
日
本
を
取
り
巻

い
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
地
質
的
に
新
し
い

所
で
す
か
ら
、
造
山
活
動
が
激
し
く
、
地
滑

り
は
当
た
り
前
、
中
越
と
い
う
の
も
昔
か
ら

地
滑
り
地
帯
で
し
た
。
地
滑
り
、
傾
斜
地
の

崩
壊
、
津
波
、
噴
火
、
そ
し
て
地
震
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
が
襲
っ
て
く
る
。
こ
う
い
う
国
は

日
本
し
か
な
い
、
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
災

害
多
発
国
、
こ
れ
は
頭
の
中
に
ぜ
ひ
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

竹
下
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
、
私
も
地

域
の
救
命
救
急
の
講
習
に
参
加
を
し
、
す
ぐ

に
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
も
い
た

し
ま
し
た
。
何
か
お
役
に
立
て
れ
ば
と
参
加

し
た
の
で
す
が
、
地
域
の
消
防
署
で
最
初
に

言
わ
れ
た
の
は
、
「
ま
ず
、
あ
な
た
は
こ
こ

に
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
」
で
す
ね
。
考
え
て

み
れ
ば
当
た
り
前
で
、
ま
ず
自
分
の
命
は
自

分
で
確
保
し
、
家
族
も
安
全
、
地
域
も
安
全

で
な
け
れ
ば
、
消
防
署
ま
で
た
ど
り
着
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
の
で

す
。
10
年
た
っ
て
家
の
中
を
見
回
し
て
、
だ

ん
だ
ん
イ
ー
ジ
ー
に
な
っ
て
き
て
い
る
な
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

山
崎
　
東
京
直
下
型
地
震
に
つ
い
て
、
先
日
、

国
の
中
央
防
災
会
議
の
専
門
調
査
会
が
、
震

山
崎
　
10
年
に
な
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

そ
し
て
新
潟
県
中
越
地
震
の
教
訓
を
ど
う
生

か
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
ま
ず
皆
さ
ん
か

ら
一
言
ず
つ
。

貝
原
　
成
熟
し
た
大
都
市
を
直
撃
し
た
自
然

災
害
と
し
て
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
人
類

史
上
初
め
て
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
都
市
は
一
見
大
変
華
や
か
で
快
適
な
空
間

で
す
が
、
非
常
に
も
ろ
い
部
分
が
あ
る
こ
と

を
教
訓
と
し
て
私
た
ち
に
与
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
東
京
の
直
下
型
地
震
は
大

変
心
配
で
す
が
、
私
の
経
験
か
ら
し
ま
す
と
、

日
本
は
大
震
災
を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
資
質

な
り
能
力
を
持
っ
て
い
る
、
そ
の
対
策
で
東

京
も
人
類
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
泉
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
は
住
宅

局
で
、
予
算
や
制
度
の
担
当
で
し
た
。
数
日

後
に
現
地
へ
行
き
、
こ
れ
は
現
在
の
制
度
で

は
と
て
も
対
応
で
き
な
い
と
い
う
思
い
で
し

た
。
貝
原
前
知
事
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
が
あ
り
、
一
生
懸
命
や
っ
た
の
で
す
が
、

合
格
点
を
も
ら
え
た
の
か
ど
う
か
。
い
ま
１

人
世
帯
の
率
は
全
国
で
は
27
％
で
す
が
、
東

京
は
40
％
。
加
え
て
、
共
同
住
宅
の
率
が
70

％
で
鍵
１
つ
で
密
室
に
な
り
ま
す
。
災
害
時

は
そ
れ
だ
け
難
し
さ
が
増
し
ま
す
。
首
都
圏

直
下
型
地
震
が
起
き
た
と
き
に
、
ど
う
対
応

し
、
復
興
し
て
い
く
の
か
、
前
向
き
な
議
論

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
林
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
近
代
都

市
が
直
下
型
地
震
に
襲
わ
れ
る
と
、
ど
の
よ

う
な
災
害
が
起
き
る
か
を
目
の
当
た
り
に
し

た
の
で
す
。
東
京
は
、
関
東
大
震
災
以
降
80

年
間
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
い
な
い
。

地
震
対
策
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
と
、
国
を

初
め
、
自
治
体
に
お
い
て
、
中
越
地
震
で
も

山
崎 

　
登 

氏

N
H
K
解
説
委
員

キ
ャ
ス
タ
ー
報
道
局
社
会
部
災
害
班
デ
ス
ク
を
経
て

2
0
0
0
年
現
職

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
海
水
害 

 

水
俣
市
の
土
砂
災
害

な
ど
を
取
材

和
泉 

洋
人 

氏

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
住
宅
局
担
当
）

東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科
卒
業
　
建
設
省
住
宅
局
住

宅
建
設
課 

入
省
　
高
崎
市
都
市
計
画
部
長
　
建
設
省
大

臣
官
房
政
策
課 

課
長
補
佐
　
住
宅
局
住
宅
生
産
課
長
　

国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
総
合
整
備
課
長

内
閣
官
房
都
市
再
生
本
部
事
務
局
次
長
な
ど
を
歴
任

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
建
築
学
専
攻
修
了
　
M
I
T

・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
　
東
京
大
学
工
学
部
都

市
工
学
科
教
授
　
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
教
授 

大
学
院
政
策
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
　
東
京
大
学
名
誉
教

授
　
内
閣
官
房 

都
市
再
生
戦
略
チ
ー
ム
座
長

貝
原 

俊
民 

氏

（
財
）
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
理
事
長

前
兵
庫
県
知
事

東
京
大
学
法
学
部
卒
業

自
治
省
入
省
　
兵
庫
県
課
長 

部
長 

副
知
事

1
9
8
6
年
　
兵
庫
県
知
事 

以
後
四
選

2
0
0
1
年
　
退
任

小
林 

輝
幸 

氏

東
京
消
防
庁
防
災
部
長

湘
南
工
科
大
学
工
学
部
機
械
工
学
卒
業
　
東
京
消
防
庁
採

用
　
自
治
省
消
防
庁
危
険
物
規
制
課
課
長
補
佐
　
総
合
指

令
室
副
参
事
　
光
が
丘
消
防
署
長
　
第
一
消
防
方
面
本
部

長
な
ど
を
歴
任

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
社
会
学
科
卒
業
　
N
H
K
「
波
の
塔
」

で
デ
ビ
ュ
ー
　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
北
の

国
か
ら
」
シ
リ
ー
ズ
　
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
で
の
マ
ド
ン
ナ

役
な
ど 

「
学
校
」
な
ど
で
助
演
女
優
賞
受
賞 

「
夫
の
宿
題
」
で

ア
ジ
ア
映
画
祭 

主
演
女
優
賞
受
賞
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

録
　
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
で
詩
の
朗
読

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

震
災
復
興
の
経
験
を 

人
が
輝
く
都
市
へ

二
〇
〇
四
年
十
一
月
三
〇
日
（
火
）

東
京
・
有
楽
町 

よ
み
う
り
ホ
ー
ル

独
立
行
政
法
人 

都
市
再
生
機
構

国
土
交
通
省 

全
国
知
事
会 

全
国
市
長
会

開
催
日
時

会
　
　
場

主
　
　
催

後
　
　
援

冒頭あいさつに立つ 都市再生機構 伴理事長

平成7年1月17日 大震災発生時の神戸市長田地区同地点の平成16年11月の復興状況

第1回  都市再生フォーラム

阪神・淡路大震災１０年

（写真提供：朝日新聞社）

伊
藤 

　
滋 

氏

都
市
計
画
家 

 

早
稲
田
大
学
教
授

竹
下 

景
子 

氏

女
優 

 

中
央
防
災
会
議

「
東
海
地
震
対
策
専
門
調
査
会
」
委
員

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
10
年
経
過
を
契
機
に
、
こ
の
教
訓

を
東
京
圏
で
の
震
災
対
策
に
活
か
す
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て

「
第
1
回
都
市
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
〜
活
か
す
。
震
災
復
興
の

経
験
を 

人
が
輝
く
都
市
へ
〜
）
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
震
災
に
お
い
て
、
都
市
機
構
（
当
時 

住
宅
・
都
市
整

備
公
団
）
で
は
、
震
災
発
生
後
直
ち
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
地
に
お
け
る
緊
急
支
援
活
動
の
た
め
全
力
を

あ
げ
て
、
応
急
危
険
度
判
定
、
被
災
者
用
暫
定
住
宅
入
居
手
続
き
（
公
団
賃
貸
住
宅
3
2
0
6
戸
の
提
供
）
、
応
急

仮
設
住
宅
の
建
設
（
1
3
6
9
戸
）
等
の
支
援
要
員
に
延
べ
7
3
0
0
名
の
職
員
を
迅
速
に
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
機
構
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
、
震
災
後
3
年
間
で
1
8
0
0
0
戸
を
超
え
る
住
宅
の
建
設
や
市
街
地
再
開

発
事
業
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
実
施
に
よ
り
震
災
の
復
興
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
約
1
ヶ
月
前
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に
お
い
て
も
、
応
急
危
険
度
判
定
、

被
災
宅
地
復
旧
支
援
隊
等
の
支
援
要
員
を
延
べ
約
6
0
0
名
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
当
機
構
の
長
岡
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
内
の
用
地
約
10
ha
を
応
急
仮
設
住
宅
用
地
と
し
て
提
供
し
た
他
、
機
構
賃
貸
住
宅
へ
の
暫
定
受
け
入
れ
の

支
援
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
安
藤
忠
雄
氏
が
「
と
も
に
生
き
る
」
と
題
し
た
基
調
講
演
に
お
い
て
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
お
け
る
自
ら
の
体
験
を
通
し
た
復
興
へ
の
道
の
り
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
復
興
だ
け
で
は

な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
さ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
「
東
京
で
直
下
型
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。


